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定例会6月会議
【主な記事】



一般質問一般質問

町政の今後の方針を問う（6月会議）町政の今後の方針を問う（6月会議）

上 田 光斗夢 議員
～次期町長選挙への
　　　　　　  出馬意向について～
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夕日ヶ丘展望台夕日ヶ丘展望台
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議会だより議会だより

平 田　 徹 議員
～男性職員の
　　  育児休暇取得環境について～
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議会だより議会だより
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議会だより議会だより

1. 利尻空港利用状況

2. 令和6年度各会計収支状況（見込み）

行政報告行政報告

一　般　会　計
港 湾 整 備 特 会
温 泉 事 業 特 会
国 保 事 業 特 会
後 期 高 齢 特 会
簡 水 事 業 会 計

123,736千円
185千円
0千円

4,753千円
1,305千円
3,474千円

介 護 保 険 特 会
介護サービス特会
歯 科 施 設 特 会
国 保 施 設 特 会
下水道事業会計

※温泉事業特会は、令和7年度から一般会計へ移行。

15,999千円
9,315千円
2,035千円
2,436千円
20,584千円

搭乗率（前年同月比）
3月
4月
5月

JAL（HAC）
1,963
1,728
2,464

66.0％
60.0％
82.8％

（＋158人）
（＋246人）
（＋331人）

搭乗率（前年同月比）JAL 臨時便
216
382
974

32.1％
33.2％
63.4％

（＋195人）
（△68人）
（＋212人）
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議会に行こう！
議会傍聴は議会活動に触れるもっとも
身近な方法です。皆さんの選んだ議員の活
動や町政の方針などを是非ご覧ください。
会議当日の受付で傍聴できますので、役場
３階傍聴席入口までお越しください。

広報・広聴常任委員会
委 員 長／平田　　徹

　副委員長／上田光斗夢
　委　　員／岡本　晴樹　伊藤　信勝
　　　　　　髙坂　敏夫　佐々木　勝
　　　　　　大森　智樹　戸嶋　郁夫
　　　　　　飯田　睦穂

議会の詳しい情報は利尻富士町ホームペ
ージへ
http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp

議会だより議会だより

編集後記

議会議長あての文書は
直接議会事務局へ

　議会議長あての文書や案内状は、日程等の調整をする必要があ
りますので、恐れ入りますが直接議会事務局へお送り願います。

●送 付 先：利尻富士町役場3Ｆ
　　　　　　利尻富士町議会事務局（議会議長）宛
　直通電話：（0163）82－2512
　メ ー ル：gikai@town.rishirifuji.hokkaido.jp

５月25日　「奥の院」例大祭
　　31日　第23回利尻島一周悠遊覧人Ｇ前夜祭

６月２日　全国離島振興協議会総会（島根県隠岐の島町）
　　７日　利尻山登山安全祈願祭
　　８日　交通事故死ゼロ3,000日達成記念交通安全大会
　　10日　北海道離島振興町村議会議長会総会並びに
　　　　　北海道町村議会議長会定期総会（札幌市）
　　13日　議会運営委員会
　　17日　利尻島振興公社株主総会
　　18日　利尻島国民健康保険病院組合議会
　　　　　利尻礼文消防事務組合議会
　　20日　定例会６月会議
　　24日　利尻富士町戦没者追悼式
　　25日　利尻富士町漁業後継者報償贈呈式

７月８日　全道町村議会議員研修会（札幌市）
　　15日　議会政策形成支援セミナー（稚内市）
　　16日　鴛泊中学校議会訪問学習
　　18日　全国離島振興市町村議会議長会理事会及び
　　　　　総会（東京都）
　　27日　北海島まつり（鬼脇地区）

８月３日　北海島まつり（鴛泊地区）
　　５日　栃木県鹿沼市議会行政視察
　　６日　広報・広聴常任委員会
　　　　　総務民教産建常任委員会

議会日誌

委員会レポート委員会レポート
■広報・広聴常任委員会（5月23日）
　議会だより利尻富士No.206の編集についての調査及び協議

■議会運営委員会（6月13日）
　定例会6月会議の運営についての協議

　利尻にも夏と共に１年で１番忙しい
季節がやってきました。ここ数年の気
候変動により連日暑い日が続いていま
すが、町民の皆様にはいかがお過ごし
でしょうか。
　さて、町内の状況を見ますと、漁業
と観光の二大産業は、観光関係では、
例年通り推移するも基幹産業であるバ
フンウニの生産は、今までにない減産
が予想され、天然昆布については昨年
よりも繁茂状況がよく、大いに期待し
ているところであります。
　また、この広報紙が皆さんのお手元
に届く頃には、終戦の日を迎えている
ことでしょう。今年は終戦80年の節
目の年であり、これを機に戦没者のご
冥福をお祈りし、平和への思いという
バトンを次世代に引き継いでいってい
ただきたいと切に思っております。
　　　　　広報・広聴常任委員会一同


